
三浦市ふるさと納税を活用した取組みの紹介（平成 29年度）

　三浦市では、まちづくりをさらに推進するために、三浦市を応援してくださる方々

から寄附金を募り、これを財源として寄附者の三浦市に対する思いを具現化し、多様

な人々の参加による個性豊かな活力あるまちづくりを目指しています。

　皆様からいただいた寄附金は、個性豊かなまちづくりを推進するための各種事業の

展開、三浦市の更なる発展のために活用しています。

平成 29年度も様々な事業で活用させていただいていますので、活用状況についてご

報告します。

～三浦の伝統文化を守るために～

●三浦市伝統芸能等伝承振興事業【充当予算額：1,000千円】

　

●白秋記念館管理運営事業【充当予算額：1,653千円】

～観光に力を入れて魅力ある三浦市にするために～

●観光インフォメーションセンター管理事業【充当予算額：6,577千円】

無形文化遺産チャッキラコなど伝統芸能・伝統行事の

支援を行います。

三浦市を訪れていただいた観光客の皆様に、三浦市の情報をより多

く発信するために、三浦市観光インフォメーションセンター、三崎口

駅前観光案内所の管理をします。

北原白秋に関する資料等を収集、整理及び保存し、白

秋展等を開催して、文化の振興を図ります。



～三浦の子どもたちのために～

●幼稚園就園奨励費補助事業【充当予算額：6,441千円】

　

●小児医療費助成事業（市単独分）【充当予算額：16,116千円】

●中学校義務教育施設維持管理事業：【充当予算額 1,296千円】

～災害に強い三浦市にするために～

●防災行政無線事業：【充当予算額 4,200千円】

私立幼稚園にお子さんを通わせている保護者の方の経済的負担を軽減する

ことを目的として、幼稚園の入園料・保育料の一部につき、幼稚園を通じて

行っていた補助を増額しました。

小学校 6年生までの通院医療費と中学校卒業までの入院医療費の自

己負担分を助成していましたが、通院医療費の助成対象を中学校 1年

生まで引き上げました。

南下浦中学校のプールの維持管理工事及び理科室等の照明増設

工事を行います。

災害発生時に、いち早く正確な災害情報を発信するために、情報

の収集、伝達手段となる防災行政無線の維持管理を実施します。



～公共施設を整備し、暮らしやすい、訪れやすい三浦市にするために～

●道路維持補修事業：【充当予算額 3,300千円】

～三浦国際市民マラソンのために～

●三浦国際市民マラソン事業【充当予算額 2,500千円】

～みうらっ子育成寄附金の活用～

●放課後児童健全育成事業【充当予算額 900千円】

　以上が皆様からいただいた寄附金を活用した、主な事業になります。このほかにも、

多くの事業で活用させていただいています。

なお、平成 29年度事業として活用させていただいた寄附金の残額については、各種

基金に積み立て、今後活用をさせていただきます。

安全安心に生活、訪問してもらうために、市道の維持管理と

して、路面・側溝の補修等を実施します。

全国から参加されるランナーや応援の方々を歓迎し、交流を深め

る場として、国内唯一のホノルルマラソンとの姉妹マラソンである

「第 36回 2018三浦国際市民マラソン」を開催します。

市内の放課後児童クラブの環境改善のための補助を行いました。


